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ＡｕｔｏＣＡＤ カスタマイズ事例

ＣＡＤＰＡＣ図面 ＤＷＧ変換

１．概要

概 要 ： ＣＡＤＰＡＣ２００３からＡｕｔｏＣＡＤ移行 図面データ変換カスタマイズ

ＣＡＤ ： ＡｕｔｏＣＡＤ

開発言語 ： ＡｕｔｏＣＡＤ ＡＲＸ （VC＋＋）

２．開発の背景・課題

ＣＡＤＰＡＣ２００３ ＤＸＦ出力機能を利用し、ＤＸＦファイルを作成。

ＤＸＦファイルをＡｕｔｏＣＡＤ上で検証すると、大きく分けて下記の３点の問題点が発生しました。

問題点１ ・・・・・ 図枠表題欄情報の変換処理

ＣＡＤ図面管理を既存データベースアプリケーションで運用。図面管理データベースとＣＡＤ図面図枠

表題欄を連動。 元データの図枠表題欄データが属性データでなければならない。

また、運用面からみても図枠表題欄の属性ブロックは必要。

① 図枠表題欄情報をＡｕｔｏＣＡＤ属性ブロックデータに変換できない。 = 文字オブジェクトとして変換

問題点２ ・・・・・ 図面要素の変換、図面編集

ＤＸＦ出力した図面ファイルは見た目上は正しく変換されているが、編集作業を行うと下記のような問題が

あり、変換後図面編集で使えない。 （ＣＡＤＰＡＣのバージョンによって変換結果は異なります）

① 寸法図形を編集すると、形状が変わってしまう。

（寸法矢印形状がかわる、前文字・後文字ががきえる・・・）

② 寸法・文字スタイル，画層などが未設定がされていない。

問題点３ ・・・・・ 異尺図形（詳細図）作図、寸法記入。

寸法作成含めた異尺図（詳細図）の作成がＡｕｔｏＣＡＤでは簡単に出来ない。

① 変換図面の異尺寸法値は “上書き値”（=固定値）。 ＝ 寸法線を伸縮しても値は変わらない

② 異尺図形を新規作成した場合に異尺に対応した寸法を簡単に作成できない。



３．開発内容

ＣＡＤＰＡＣ側でＤＸＦファイルを作成。

作成されたＤＸＦファイルにたいし一括して下記の処理を実行し、ＤＷＧファイルで保存。

対象 変換内容

1 図面範囲 ・尺度 図面枠から作図領域取得し、ｌｉｍｉｔｓ（図面範囲）、現点を設定。
図面内オブジェクトから図面尺度（dimscale）を抽出し用紙・サイズを設定。

2 図枠・表題欄作成 元図に合わせ図枠を削除し、ＡｕｔｏＣＡＤ図枠を挿入。
元図形の表題欄情報を取得し、図枠属性に挿入。

3 図面作図設定 寸法スタイルを設定、文字スタイルを設定
画層プロパティ設定・図形の画層移動。画層プ パティ設定 図形の画層移動。

4 寸法図形 寸法図形修正、異尺寸法図形

5 異尺図形 異尺図形を抽出し、図形に異尺データ割付

４．開発効果

・ 図枠表題欄の属性ブロック化

ＣＡＤＰＡＣ既存図面の図枠表題欄をＡｕｔｏＣＡＤ属性ブロックに変換。

・ 図面移行作業の効率化

ＤＸＦ変換図面にたいし一括して作成することで、移行のための図面編集作業の工数が削減されます。

・ 図面品質・精度

自動変換処理により人的ミスがなくなり、 図面の精度があがる。

・ 移行後の作図作業（編集作業）の効率化

スタイル・作図環境設定が設定されており、移行後の作図作業の効率化を達成。

・ ＣＡＤＰＡＣ２００３からＡｕｔｏＣＡＤ移行期間の短縮ＣＡＤＰＡＣ２００３からＡｕｔｏＣＡＤ移行期間の短縮

・ 異尺対応

ＡｕｔｏＣＡＤアプリケーション『Ａｕｔｏ設計屋』を導入することで、ＣＡＤＰＡＣ同様の異尺図作成を実現。

変換処理により、ＣＡＤＰＡＣ既存図面（ＤＸＦ）の異尺図形をＡｕｔｏ設計屋上でそのまま利用。

＜開発元・問合せ先＞

テスミックシステムズ株式会社 ＵＲＬ http://ｗｗｗ．ｔｅｓｍｉｃ．ｃｏ．ｊｐ

〒530-0044 大阪市北区東天満２－６－２ 南森町中央ビル

ＴＥＬ ０６-6354-0813 ＦＡＸ 06-6354-0814


